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仮
名
資
料
に

お

け
る

文
字
列
の

解
釈
に
つ

い

て

ー
『

土

左
日

記
』

二

月
六
日

条
「

い

を

不
用
」

を

め

ぐ
る

考
察

−

「

　
問
題

の

所
在

　

　

　

　
　

　
　
　

柴

田

雅

生

　

　

八

日、

急
獲
り
に

な

つ

み

て・

翻
の

韆
と

い

潅
と

り

に

濫
る
・

こ

　

　

　

　

　
ふ

な

ぎ

み

　

れ

い

　

や

ま

ひ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ひ

と

　

　

よ

ぴ、

舟
君、

例
の

病
お

こ

り

て

い

た

く

な

や

む
。

あ

る

人、

あ

ざ

ら

か

な

る

　

　

　

　
も

　
　
　
　

　
　
　
　
よ

ね

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

お

と

；

　

　

も

の

持
て

き

た

り。

米
し

て

か

へ

り

ご

と

す
。

男

ど

も
、

ひ

そ

か

に

い

ふ

な

り、

　

　一
，

い

ひ

ぼ

し

て

も

つ

 

る
L

と

や
。

か

う

や

う
の

こ

と、

」

こ

ろ

ぐ
に

あ

り
。

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
（
lV

　

　

け
ふ
、

せ

ち

み

す

れ

ば
い

を

不

用
。

　

右
は

『

土

左
日

記
』

二

月
八

日

の

く

だ

り

で

あ

る。

京
に

近
づ

い

た

も
の

の、

淀

川

の

遡
上

に

難
儀
し

た

貫

之
一

行
は、

鳥
飼
の

御
牧
の

近

く
に

泊
ま

る

こ

と

と

な

る
。

そ

の

時、

あ

る

人
が

鮮
魚
を

持
っ

て

来
た

の

だ

が、

八

日

は

六

斎
日

で

あ
る

た

め

精

進
潔
斎
を

し

て、

鮮
魚
が

「

不
用
」

と

な

る

話
で

あ

る
。

こ

こ

の

最
後
の

一

文
は、

現
行
の

注
釈
圭
日

で

は、

仮
名

資
料

に

お

け
る

文
字
列
の

解
釈
に

つ

い

て

柴
出

雅
生

＊

一一．
口
語
文
化
学
科

　
助

教
授

　
国
語
学

　

　
け

　
ふ

　

　

ぼ

ら

み

　

　

　

　
　
　

　

　
い

を
ふ

　
よ

う

　

　

今
日、

節
忌
す

れ

ば、

魚
不

用
。

と

よ

む
こ

と

で

固
定
し

て

い

る
。

そ

し

て、

大

多
数
に

お

い

て

注
釈

を

付
し、
「

不

用
」

を

「

ふ

よ

う
」

と

よ

む
こ

と

を

明
示

し

て

い

る
。

し

か

し、

以
前
は

必

ず

し

も

そ

う

で

は

な

か

っ

た
こ

と

は

よ

く

知
ら

れ

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

る
。

す

な

わ

ち、

　

　
け

　
ふ

　
せ

ち

み

　

　
　
　
　
　
い

を

も

ち

ゐ

ず

　

　

今
日

節
忌

す

れ

ば

魚
不

用
。

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
〔
2冒

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　
（

中
田

祝
夫
校
註
『

新
註
國
文

學
叢
書

土

佐
日

記
』
）

な

ど

の

よ

う
に、
「

い

を

も

ち
ゐ

ず
」

で

ほ

ぼ
一

定
し

て

い

た
。

そ

れ

が

「

い

を

ふ

よ

う
」

と

よ

む
か

た

ち

と

な

っ

た

の

は、

池
田

亀
鑑
『

古
典
の

批
判
的
処
置

に

関
す

る

研
究
』

（

一

九
四

］

年
二

月、

岩
波
書
店
）

が

公

刊
さ

れ

て

か

ら

で

あ

る
。

池
田

博
士
は、

諸
本
を

文

献
学
的
に

精
査

さ

れ

た

結
果、

諸
本

と

も
に

漢
字
で

表
記
さ

れ

て

い

る

こ

と

な

ど

か

ら、
「

不

用
」

を

音
読
す

る

説

を

示

さ

れ

た。

以
後、
　一

転
し

て

「

ふ

よ

う
」

の

よ

み

と

な

っ

た

の

で

あ

る
。

　

本
稿
の

目

的
は、

こ

の

「

い

を

不

用
」

の

よ

み

と

解
釈
を

改
め

て

問
い

直
す
こ

と

で

あ

る
。

結
論
を

先
に

示

せ

ば、
「

不

用
」

を

「

ふ

よ

う
」

と

音
読
す
る

こ

と

を

否

定
す

る

も
の

で

は

な

く、

む

し

ろ

音
読
す

る

可
能

性
は

十
分
に

あ
っ

た

と

考
え

る

の

で

あ

る

が、

そ

の
【

方
で

「

も

ち
ゐ

ず
」

と

訓
読
す

る

可

能
性
も

認
め

ら

れ

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う
も

の

で

あ

る
。

な

ぜ

な

ら

ば、
「

ふ

よ

う
」

と

し

か

よ

め

な
い

と

い

う

根
拠
は、

未
だ

見

出
せ

な
い

と

考
え

る

か

ら

で

あ

る
。

ま

ず
は
、

こ

れ

ま

で

の

よ

み

と

注
釈

の

変
遷

を

辿

る

こ

と

か

ら

検
討
を

始

め

た
い

と

思

う
。

二

　
「

い

を

不

用
」

の

よ

み
と

解
釈
の

推
移

　
『

土

左
凵

記
』

の

注

釈
の

歴
史

は

池
田

正

式
の

『

土

佐
日

記

講
註
』

（

慶
安
元

年

写
）

に

始
ま

る

と
い

う。

そ

れ

に

よ

れ

ば、

本
稿
が

対
象
と

す

る

箇
所
は、

　

　

今
口

せ

ち

み

す

れ

ば

魚
を

用
ひ

ず
、

81
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明
星

大
学
研
究
紀
要

【

日

本
文
化
学

部
・
言
語

文

化
学
科】

第
−

二

号

　
二

〇
〇
四

年

　

　

　〔
注

釈〕

今
日

せ

ち

み

す
れ

は
、

魚
を

用

す、

八

日

も

六

斎
日

な

れ

は、

貫

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

（
3）

　

　

　

　
　

　

之
は

魚
類
は

食
は

ぬ

と

な

り、

と

あ

り、

本
文
に

格
助
詞

「

を
」

を

挟
み、

訓
読
す
る

か

た

ち
と
な

っ

て

い

る
。

今

日

に

お

い

て

は、

こ

の

よ

う

な

本
文

は

原
態

か

ら

か

け

離
れ

た

も

の

と

見

做
さ

れ

る

が、

述
部
「

用
ひ

ず
」

に

対
応
す
る

部
分
で

あ

る

こ

と
の

意
識
が

格
助

詞
「

を
」

を

補
わ

せ

た

も

の

と

見

て

よ

い

で

あ

ろ

う
。

こ

れ

以

降、

江

戸
期
の

代
表

的
な

注
釈
書

を

は

じ

め

と

し

て、

一

九
五

〇
年
頃
ま

で

は

み

な

「

も

ち

ゐ

ず
（

も

ち

ひ

ず）
」

の

　

　

　

　
　

　

　
〔
4）

、

み

麟

貍
落
村

諱
『

圭
日

記
抄
』

戛一
輩

三
ハ

亠

ε
び

　

　

魚
も

ち

ひ

ず

　
　
岸
本
由
豆

流
『

土

佐
日

記

考
證
』

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

（
6）

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　
（

文
化
一

二

年
（

一

八
一

五
）

）

　

　

い

を

も

ち

ぴ

す
　
富
士

谷
御
杖
『

⊥

佐
日

記

燈
』

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

〔
7）

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　（
文
化
一

三

年

（

一

八

＝
ハ
）

）

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
（
8）

　

　

い

を

も

ち

ひ

ず

香
川
景

樹
『

圭
日

記
創
見
』

（

文
政
六
年
（

烹
叶

三
）

）

　

　

い

を

も

ち
ひ

ず

　
田

中
大

秀
『

土

佐
日

記
解
』

（

天

保
三

年
（

一

八
三

二
）

）

　

　

い

を

も

ち

ひ

す

　
橘
冬
照
『

土

佐
日

記
解
（

草
稿）
』

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
（
10）

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
（
万

延
二

年
（

一

八

六
一
）

か
）

　

　

魚
も

ち

ひ

ず

　
　
『

有
朋
堂

文
庫

平
安
朝
日

記

集

全
』

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

2
九
一

八

年
九
月、

有
朋
堂
書
店
）

　

　

い

を

も

ち
ひ

ず
　
永
田

義
直
『

土

佐
日

記

新
講
』

な　
　

モ

テ

　
ヰ

ズ

い

を

不
レ

用

い

を

も

ち

ゐ

ず

魚
不

用

　

　

　
　

　

　

　

　
　

〔

一

九

三

〇
年
四

月、

岡
村
書
店
）

山

田

孝
雄
『

土

佐
日

記
』

（

一

九
四

三

年
六

月、

宝
文

館）

中
田

祝
夫
校
註
『

新
註
國
文
學
叢
書

土

佐
口

記
』

　

　

　
　
（

一

九
五
一

年
一

二

月
、

大

日

本

雄
辨
會
講
談
社
）

右
の

挙
例
の

最
後
は

前
節
で

示
し

た

注
釈
の

本
文

で

あ

る
。

該
当

部
分
に

関
し

て
、

82

同

書
の

頭

注
に

「

魚
を

食
は

ず。

又
こ

れ

を

字
音
に

て

フ

ヨ

ウ

と

よ

み、

精
進

日

な

れ

ば

魚
も

役
に

た

た

ぬ

の

意
か
。

」

と

記

し

て、
「

不

用
」

の

よ

み
に

異
な

る

可
能
性

が

あ

る

こ

と

を

示
唆
し

て

い

る
。

こ

の

頃
か

ら

「

不

用
」

の

よ

み
が

音
読
に

移
り

は

じ

め、

次
い

で

公

刊
さ

れ

た

注
釈
に

お

い

て

は、

そ

の

辺

の

事
情
を

反
映
し

た

語
釈

が

施
さ

れ

て

い

る。

　

　
　
　
せ

ち

み

　
　

　
　
　
　

い

を

　

　
今
日

節
忌
す

れ

ば

魚
不
用。

　

　
　
〔
語
釈〕

不
用

11

古
く

は

「

用
ゐ

ず
」

と

よ

ん

で

い

た

が、

字
音
に

て

フ

ヨ

　

　
　
　

　

　

ウ

と

よ

み、

精
進
日

な

れ

ば

魚
も

役
に

た

た

ぬ

意
と

す

る

説
が

有

　

　
　
　

　

　

力
に

な
ク

て

い

る。

　

　
　
　

　

　

　
（

野
中

春
水

『

土

佐
日

記
新
釈
』 、
　一

九
五

五

年
二

月、

自
楊
社）

　

こ

れ

以

降
は、

ほ

ぼ
「

ふ

よ

う
」

と

よ

む
こ

と

に
一

定
し

て

ゆ

く。

当
然

な

が

ら

こ

れ

に
ム
ロ

わ

せ

て、
「

不

用
」

の

部
分
の

語
義
も

「 、
食

わ

な
い

」

「

用

い

な

い

」

か

ら

「

役
に

立

た

な
い

」

「

無
駄
で

あ

る
一

へ

と

移
り

は

じ

め

る
。

　

　

魚
は

役
に

立

た

な

い
。

「

不

用
」

は、

無
駄
の

意。
「

用
い

な

い
」

の

意
味
で

は

　

　

な

い
。

　
　
　
　
　
　
（

岩
波
文
庫、

鈴
木

知
太
郎
校
注、
　一

九

七

九
年
四

月
）

　

　

不

用

i
「

ふ

よ

う
」

。

用

が

な

い
。

役
に

た

た

な
い

。

せ
っ

か

く

の

鯛
も

斎
日

　

　

で

は

食
べ

る

こ

と

が

で

き

な

い
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

今

井
卓
爾

　

　
　
　
『

土

佐
口

記

譯
注

と

評
論
』 、

一

九
八

六

年
四

月、

早

稲
田

大

学
出
版
部
）

　

　

精
進

で

魚
は

無
駄
に

な
っ

た。

　

　
　
　

　

　

　
（

新
潮
日

本
古
典
集
成、

木
村
正

中
校
注、

一

九
八

八

年
一

二

月
）

　

　

定
家
も

為
家
も

「

不

用
」

と

表
記

す
る
。

「

フ

ヨ

ウ
」

と

読
ん

だ

の

で

あ

ろ

う。

　

　

魚
は

役
に

立

た

な

い

の

意
。

　

　
　
　

　

　
（

講
談
社
文
庫、

川

瀬
一

馬

校
注
・

現
代
語

訳、

一

九

八

九

年
四

月
）

と

り

わ

け、
「

用
い

な

い

」

の

意

味
で

は

な

い

と

ま

で

記
す

注
釈

が、

こ

の

解
釈
の

転
換
が

決
し

て

小

さ

な

も

の

で

は

な

い

こ

と

を

物
語

っ

て

い

る

と

い
、
乳

る
。
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し

か

し、

語
義
の

解
釈

は

こ

れ

で
一

定
し

た

わ

け

で

は

な
い

。

品

川
和
子

『

全

訳

注

土

佐
日

記
』

（
〜

九
八

三

年
六

月
、

講
談
社
学
術
文

庫
）

は
、

現
代
語
訳

で

は

「

お

魚
は

む

だ

で

す
」

と

記
す
も

の

の
、

語
釈
に

お
い

て

は、

　

　
「

不

用
一

は、

役
に

立

た

な

い

こ

と
。

む

だ
。

だ

め。

あ

る

い

は
、

使
わ

な

い

　

　
こ

と
。

い

ら

な
い

こ

と
。

不
用。

ど

ち

ら
に

も

と

れ

る
。

と

す

る
。

「

用

い

な

い
」

は

現

在
で

は

少
数
派
の

解
釈

の

よ

う

で

は

あ

る

が
、

語
義

の

理

解
は

同
一

の

語
で

あ
ワ

て

も

往
々

に

し

て

分
か

れ

る

こ

と

が

あ

る
。

ひ

と

ま

ず

は

語
義
の

解
釈
が

固
定
さ

れ

て

い

な

い

こ

と

を

確
認
し

て

お

き

た

い
。

こ

れ

に

対
し

て
、

よ

み

に

つ

い

て

は

「

ふ

よ

う
」

の

よ

み

が

定

説
と

な
っ

て

い

る

と
い

う
こ

と

で

あ

る
。

し

か

も、

そ

の

よ

み

に

つ

い

て

は

以

下

に

掲
げ

る

よ

う

に、

明

確
に

音
読
す

る

こ

と

を

示

し、

訓
読
を

否
定

す
る

も

の

さ

え

見
ら

れ

る。

　

　
不

用

−
雫

要
寫
本

み

な

漢

字
が

き

な
の

で、

フ

ヨ

ウ

と

よ

む
の

で

あ

ら

う
。

お

　

　
そ

ら

く

當
時
の

暦
に

禁
忌

を

示
し

て

「

魚
不

用
」

「

粟
不

用
」

の

ご

と

く

書
い

　

　
て

あ

る

の

を、

そ
っ

く

り

借
用
し、

そ
の

語
調
で

言
っ

て

み

た
の

だ

ら

う
と

慰

　

　
ふ

。

　
　

（

小

西

甚
一

『

土

佐
日

記

評
解
』 、

一

九

五
一

乍
一

二

月、

有
精
堂
）

　

　「
不
用
」

は

「

無
駄．】

の

意
。

男

性
日

記
の

用
語
を、

そ

の

ま

ま

借
用

し

た

も

　

　
の

で

も

あ

ろ

う

か
。

日

記、

願、

講
師、

郎
等、

京、

自
散、

五

色
な

ど

を

音

　

　
読

す

る

と

同
様
に

、

こ

れ

も

「

フ

ヨ

ウ
」

と

音
読
す
べ

き

で、
「

モ

チ

ヰ

ズ
」

　

　
と

読
ん

だ

の

で

は
、

わ

ざ

わ

ざ
漢
字
で

書
い

た

趣
旨
に

も、

ま

た

こ

こ

の

文
意

　

　
に

も

そ

う
ま

い
。

「

ふ

よ

う
」

の

例
は
、

仮
名
文
学
に

も

e
「

か

の

宮
は
い

と

　

人
さ

わ

が

し

く

ふ

よ

う
な

り

…
」

（
宇
津
保
物
語
・

楼
卜
・
「

下
」

） 、

口

「

わ

ら

　

　
ひ

な

ま

し

か

ば、

ふ

よ

う
そ

か

し
」

（

枕
草
子
・

第
七

十
二

段
）

な

ど

と

見

え

　

　
る

。

　

　

（

日

本
古
典
文
学

大
系

の

補
注、

鈴
木
知
太

郎
校
注、
　一

九

五

七

年
一

二

月
）

　

不

用
は

、

フ

ヨ

ウ

と

音
読
し

て、

無
益
・

無
駄

の

意
の

名
詞
と

解
す

る
。

行

成

仮
名
資

料
に

お

け

る

文
字
列
の

解
釈
に

つ．
い

て

柴
田

雅
生

　

　

の

『

権
記
』

長
保
元
年
十
二

月

汁
二

日

条

に

「

魚
類
を

用
ゐ

ず
（

不

用

魚
類
）

」

　

　

と

動
詞
に

働
か

せ

た

例
は

あ

る

が
、

こ

こ

で

は
モ

チ

ヰ

ズ

な

ど

と

訓
読
し

て

は

　

　

な

ら

な
い
。

　

　

　

　
　

　
　
（

萩
谷
朴
『

土

佐
日

記
全
注
釈
』 、
　一

九
六

七

年

八

月、

角
川

書
店
）

こ

の

ほ

か

に

も、

　

　

．

折
角
エ

ビ

タ

ヒ

交
換
し

て

も

お

精
進

で

無
駄

。

フ

ヨ

ウ

と

音
讃
す

る
。

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
（

朝
目

占

典
全
書、

萩
谷

朴
校
注、
　一

九

五

〇
年
五

月
）

　

　
．

漢
語
で

音
読
す

る
。

む

だ

だ
の

意
。

せ
っ

か

く

の

新
鮮
な

魚
も

む

だ

だ

と
い

　

　

　

う

の

で

あ

る
。

　

　

　

　
　

　
（

日

本
古
典
文
学
全

集
、

松
村
誠
一

校
注
・

訳、
　一

九
七

三

年
三

月
）

　

　
・

「

不

用
」

は

漢
語
で

音
読

。

簡
潔
で

強
い

表
現

。

　

　

　

　
　
（

新
凵

本
古
典
文

学
大
系、

長

谷
川
政
春
校
注、
　一

九

八

九
年

＝

月
）

　

　
・

漢
語
で、

音
読
み
。

筆
者
側

の

愚
か

さ

を．
言

う
強
い

語
調。

　

　

　
（
新
編
日

本
古
典

文
学
全

集、

菊
地
靖
彦
校
注
・

訳、
　一

九
九

五

年
一

〇
月
）

な

ど

の

よ

う
に
、

音
読
す

る

こ

と

に

加

え

て
、

強
い

調
子
の

表

現
で

あ

る

こ

と

を

特

に

記

す
注
釈
が

近

年
目

に

つ

く。

い

ず

れ

も
、

該
当
部
分
が

漢
字
表
記

で

あ

る

こ

と、

そ

し

て、

字
音
語
が

も

た

ら

す

強
い

表
現

を

取

り

上

げ

て

の

注
記
と

理

解
さ

れ

る
。

　

し

た

が

っ

て
、

一

部
に

語
義
解
釈
の

違
い

は

見
ら

れ

る

も

の

の
、

コ

不

用
L

は

「

ふ

よ

う
」

と

音
読
し、
一

役
に

立

た

な

い

」

「

無
駄
で

あ

る
」

の

意
で

理

解
す

る

こ

と

が

大
勢
と

な
っ

て

い

る

の

が

現
状
で

あ

る
。

し
か

も、

近

年
に

お
い

て

は、

強
い

表
現
で

あ

る

こ

と

に

重
き

を

置

く

傾
向

が

見
て

取
れ

る

よ

う

に

な

る。

　

こ

の

よ

う

な

解
釈
の

推
移
の

背

景
に

は、

ま

ず
は

池
田

博
士

に

よ

る

文

献
学
的
調

査

が

存
在
す

る

が
、

そ

れ

以

外
の

要
素
も

絡
ん

で

い

る

と

考
え

ら

れ

る
。

次
節
で

は、

こ

の

推
移
の

背
景
を

整
理

し

て

み

た
い

。
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明

星

大

学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
言

語
文
化
学

科
】

第
十
二

号
　
二

〇
〇
四

年

三

　
「

不

用
」

音
読

説

の

背
景

　
ま

ず
は、

少
々

長
く

な

る

が
、

池
田

博
士

の

『

古
典
の

批
判
的
処
置
に

関

す
る

研

究
』

の

中
か

ら、

該
当

部
分
に

関
す

る

箇
所
を

引
用

す

る
。

　
　

　

諸
本
は

み

な

漢
字
で

書
か

れ

て

ゐ

る
。

こ

の

よ

み

か

た

に

つ

い

て

は

諸
説
が

　
　

あ

る
。

爲
相
本
に

は

「

ふ

よ

う
」

と

音
讀
し

て

ゐ

る

が、

恐
ら

く
こ

れ

が

正

し

　
　

い

で

あ

ら

う。

元

來
こ

こ

は

「

不

用
」

と

あ
つ

た

の

を

（

略
）

現

在
ま

で

の

諸

　
　

証
は

、

一

樣
に

「

も

ち

ひ

ず
」

と

訓

讀
し
、

意
味
は

「

食
は

ず
」

と

し

て

ゐ

る

　
　

が
、

こ

れ

が

正

し
い

と

は

容
易
に

云

へ

な
い

。

文

意
は

「

せ

つ

か

く

魚
は

あ

る

　
　

が

精
進
だ

か

ら

役
に

た

た

ぬ
、

用
に

た

た

ぬ
、

無

駄
だ
」

の

意
で

あ

ら

う
。

貫

　
　

之

集
・

宇
津
保
物
語
・

落
窪
物
語
・

源
氏
物
語

等
に

用

例
の

多
い

「

よ

う
あ

　
　

り
」

又

は

「

用
ず
」

の

否
定
を

あ

ら

は

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る。
（

中
略
）

單

に

　
　

魚
を

食
す
る

場
合

に、
「

魚
を

用
ゐ

る
」

と

云

つ

た

例
は

管
見

に

入

ら

な

い
。

　
　

尤
も

台
記
久
壽
元

年

十
二

月

十

九

日

の

條
に

　
　

　

　

兼
長

當
日

不

用

魚
類

　
　

と

あ

る

が、

こ

の

「

も

ち

ゐ

ず
」

は

調
理
に

使
用
せ

ず
の

意
で

あ

ら

う
。

こ

の

　
　

日

記
の

「

不

用
」

も、

魚
類
を

使
用

せ

ず
の

意
か

も

知
れ

な

い
。

又

「

ふ

よ

　
　

う
」

と

音
讀
す
る

場
合
に

は、

多
く

助
動
詞
の

「

な

り
」

が

附
く

筈
で

あ

る

が
、

　
　

こ

こ

に

つ

い

て

ゐ

な
い

の

で

あ
る

か

ら、

或
ひ

は、

使
用
せ

ず
の

意
で

「

も

ち

　
　

ゐ

ず
」

と

訓
む
べ

き

で

あ

る

の

か

も

知
れ

な

い
。

し

か

し

「

な

り
」

は
つ

か

な

　
　

く

て

も

（

中

略
）

「

不
用
な

る
」

と

云

は

な

い

例
が

あ

る

上
に、

簡
潔
を

旨
と

　
　

す

る

日

記

の

文

に

於
て

は

單

に

「

ふ

よ

う
」

と

し
て

も

誤
と

は

云
へ

な

い

と

思

　
　

ふ
。

（

第
一

部

第
五

章

第
六

節

原
本
に

使
用

せ

ら

れ

た

る

漢
字
一
＝
一
八

〜

　
　

二

九
〇

頁。
）

84

池
田

博
士

の

解
釈
の

要
点
は、

諸
本
間

に

表
記
上

の

異
同
が

な
い

こ

と、

語
義
解
釈

と

し

て

「

役
に

た

た

な

い
」

の

意
の

方

が

適
当
で

あ

る

こ

と、
「

な

り
」

を

下

接
し

な

く

と

も

成

り

立
つ

語
法

で

あ

る

二

と
、

の

三

点
で

あ

る

と

考
え

ら

れ

る
。

特
に、

第
一

点
は

文
献
学
的
研

究
の

眼
目
で

あ

り、

室
町

期
ま

で

蓮
華
王

院
宝

蔵
に

伝
え

ら

れ

て

い

た

と

い

う
貫
之

自
筆
の

原
本
が

現
れ

る

よ

う
な

こ

と

が

な

い

限
り

は、

事
実

と

し

て

認
め

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

点
で

あ

る
。

第
二

点
は、

前
述

し

た

よ

う
に
、

現

在
に

お

い

て

も
一

定
の

解
釈
が

あ

る

わ

け

で

は

な

い
。

文
脈
理

解、

ひ

い

て

は

作
品

理

解
を

如
何
に

す
る

か

に

か

か

っ

て

い

る

の

は、
『

土

左

日

記
』

の

他
の

部
分
も

同

様
で

あ
る
。

ま

た、

第
三

点
は

「

ふ

よ

う
」

の

か

た

ち
で

文
を

終
え

る

こ

と

が

可

能

で

あ
っ

た

と
い

う

点
を

示
し

て

い

る

に

過
ぎ

ず、

積
極
的
に

「

ふ

よ

う．一

の

よ

み

を

示
す

根
拠
と

は

言
え

な

い

で

あ

ろ

う。

し

た

が
っ

て、

中
心

的
な

根
拠
は

や

は

り、

第
一

点
の

諸
本
と

も

に

漢
字
表
記
で

あ

る

こ

と
に

な

る
。

た

だ
、

ど

の

よ

う
な

す
が

た

で

異
同

が

な

い

と

い

う
こ

と

な
の

か

に

つ

い

て

は、

今

少
し

検
討
の

余
地

が

あ

る

の

で

は

な

い

か

と

思
わ

れ

る
。

こ

の

点
に

関

し

て

は
、

次
節
に

お

い

て

具

体
的
に

検

討
を

試
み

た

い
。

　

と

こ

ろ

で
、

池
田

博
士

に

先
立

つ

こ

と

六

年、

中
村
多
麻

氏
が

『

土

左

日

記
』

の

諸
本
を

調
査
さ

れ

て

次
の

如
く

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

　

　

不
用
と

漢
文
式

に

し

た

の

が

貫
之

の

書
方
で

は

な

か

ら

う
か
。

そ

し

て

相
本

　

　
（

引

用
者
注
−
池
田

龜
鑑

氏

所
藏
傳
爲
相
轉
寫
本
の

こ

と
。

「

ふ

よ

う
」

と

あ

　

　

る
。

）

の

や

う

に

音
讀
に

し

た

も

の

と

も

考
へ

ら

れ

る
。

當
時
ふ

よ

う
の

語
は

　

　

随
分
見

え

て

ゐ

る
。

（
中
略
）

こ

れ

ら

の

例
は

皆
説

明
存
在
詞
「

な

り
」

が

附

　

　

屬
し

て

ゐ

る

が
、

こ

こ

は

「

不

用
」

で

終
出

し

て

ゐ

る

か

ら
、

或
は

不

用
と

か

　

　

い

て

「

用
ゐ

す
」

と

訓
ま

せ

る

つ

も

り

で

あ

る

か

も

し

れ

な
い

。

漢
字
の

か

き

　

　

方
を
こ

こ

に

應
用

し

た

と

見

る

事
も

出
來
る

か

ら

で

あ

る
。

（

中
村
多
麻
『

定

　

　

本
土

左

口

記

異
本

研
究
並

に

校
註
』 、
　一

九
三

五

年
五

月、

岩
波

書
店
）
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青
谿

書
屋
本
が

見

出
さ

れ

る

以
前
の

こ

と

ゆ
え
、

諸
本
の

校
合
の

結
果
用

い

た

本
文

も

池
田

博
士

の

結
論
と

は

異

な

る

が、

こ

こ

に

「

ふ

よ

う
」

と

音
読
す

る

こ

と

の

可

能
性
を

示
唆
さ

れ

て

い

る

こ

と

は

注
目

し

て

よ

い

こ

と

と

思

わ

れ

る
。

そ

し

て
、

そ

の

出
発
点
と

な
ク

た

の

が
、

一

本

を

除

き

諸
本
が

揃
っ

て

「

不
用
」

と

記
さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る
。

た

だ、
「

な

り
」

が

下

接
し

て

い

な

い

こ

と

を

理

由
に

訓

読
説
に

傾
い

て

い

る

点
が

大

き

な

違
い

で

あ
る
。

こ

の

点

に

お

い

て

は
、

池
田

博
士

の

示
さ

れ

た

見

解
は

用
例
の

幅
広
さ

と

も

相
俟

っ

て

慧
眼
と

壽
っ

て

よ

い

で

あ

ろ

う
。

　

ま

た、
「

い

を

不

用
」

の

解
釈
を

め

ぐ
っ

て

は
、

『

土

左
日

記
』

と

い

う
作
品

を

ど

の

よ

う

に

評
価
す

る

か

も

当

然

関
わ

り

を

も
つ

。

池
田

博
士

に

よ
っ

て

貫
之

自
筆
本

が

お

お

よ

そ

の

か

た

ち
で

再
建

さ

れ

た
こ

と

に

よ

り、
『

土

左

日

記
』

の

研
究
は

言

わ

ば

定
本
の

も

と

で

進
め

ら

れ

る

よ

う

に

な
っ

た
。

そ

し

て
、

作
品

と

し

て

さ

ま

ざ

ま

な

評
価
が

与
え

ら

れ

る

中

で
、

表

現

面

に

お

い

て

は
、

短
編
な

が

ら

も

多
様
な

表

現
が

混
在
す

る

こ

と

を

貫
之
の

意
識

的
な

表
現

で

あ

る

と

見

做
す
傾
向
が

強
ま
っ

て

い

る

よ

う
で

あ

る
。

例
え

ば、
『

土

左

日

記
』

の

表
現
の

特
徴
と

し

て
、

　
　
・

日

々

の

記

述
に

長
短
を

設
け

る

こ

と

　
　
．

和

歌
を

地

の

文

に

交
え

て

新
た

な

文
章
様
式

を

創
造
し

て

い

る

と

考
え

ら

れ

　
　
　

る
こ

と

　
　
．

漢
詩
と

和
歌
が

対
照

的
に

取
り

扱
わ

れ

て

い

る

こ

と

　
　
・

日

次
ご

と

の

表
現
に

変
化
が

あ

る
こ

と

　
　
・

雅
語、

俗
語・

訓
読
語

な

ど

を

交
ぜ

て

用
い

て

い

る
γ

施

な

ど

が

挙
げ

ら

れ

る
、

こ

の

う

ち
、

訓

読
語
の

混
在
に

つ

い

て

萩
谷
朴
氏
は、

　
　
土

佐
日

記

に

混
用

せ

ら

れ

た

訓
読
語
及

び

荘
重
休

の

文
章
は、

殆
ど

す
べ

て

が

　
　
何
ら

か

の

表

現
効
果
を

意
図
し

て

用
い

ら

れ

た

意
識
的
利
用
で

あ
っ

て
、

決
し

　
　
て

仮
名

書
き

和
文
の

未
熟
不

消
化
に

よ

る

残
滓
的
な

偶
然
の

混
用

で

な
い

こ

と

　
　
は

勿
論、

そ
の

意
識
的
利
用

も
、

単
に

誹
諧
的
効
果

の

み

を

目

的
と

す

る

も

の

仮

名

資
料
に

お

け
る

文
字
列
の

解
釈
に

つ．
い

て

柴
田

雅
牛

　
　

で

は

な

く、

む

し

ろ、

そ

の

場
そ

の

場
の
、

主

題
構
想
に

あ

わ

せ

て、

よ

り

有

　
　

効
な

表
現
描
写

を

成
就

す

る

と

い

う

即
興
的
応
用
性
に

富
ん

だ

も
の

で

あ
っ

た

　
　

こ

と

が

知

ら

れ

る

の

で

あ

る
。

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
（

前
出

『

圭

佐
日

記

全

注
釈
」

・

解
説、

四

九
九
頁
）

と

述
べ

ら

れ、

場
面
に

応
じ

た

表
現
の

多
様
性
を

貫
之

が

有
効
な

表

現
を

成
し

遂
げ

た

表

わ

れ

と

見

て

い

る
。

ま
た
、

平
沢
竜

介
氏

は、

男

性
貴
族
で

あ

る

貫
之
が

意
図

的
に

混
乱
や

誤
り

を
つ

く

り

出
し

て
、

儒

教
的
な

理

念
に

則
っ

た

文
章
経
国
的
な

文

芸
観
の

中
で、

あ

え

て

私
的
な

世

界
を

表
現
す

る

こ

と

に

成
功
し

た

と
の

見
方

を

示

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
〔
12）

し
、

次

の

よ

う

に

結
論
づ

け

ら

れ

た
。

　
　

貫

之
は

日

記
中
に

意
図

的
に

訓

読
語
を

混
入

さ

せ

る

こ

と
に

よ
っ

て、

冒
頭

に

　
　

設
定
さ

れ

た

女
性
の

書
き

手
に、

彼
女
に

ふ

さ

わ

し

く

な

い

男

性
的
な

表
現
を

　
　
さ

せ
、

作
品

全

体
の

印
章
を

奇
妙
な

も

の
、

不

統
一

の

そ

し

り

を

ま

ぬ

が

れ

な

　
　
い

も

の

に

し
、

そ

れ
に

よ

っ

て

私
的

な

世

界
を

専
ら

に

す

る

と

い

う
世
間
の

非

　
　

難
を

か

わ

し

な

が

ら、

自
ら

表
現
し

た

い

と
こ

ろ
の

も

の

を

表
現

し

よ

う

と

し

　
　
た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う
か

。

土

佐
日

記

中
に

は、

書
き

手
が

漢
文
に

習
熟
し

て

　
　
い

な

い

と

思

わ

せ

る

叙
述

も

存
す
る

が
、

こ

の

よ

う

な

記
述
も

女

性
の

書
き

手

　
　
と

訓

読
語
の

存
在
と

い

う

表
現

上

の

矛

盾
を

よ

り

強
調

し、

日

記
が

乱

雑
に

書

　
　
か

れ

て

い

る

と

の

印
象
を
一

層
強

め

る

よ

う
機
能
し

て

い

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

　
　
の

で

あ

る
。

萩
谷
氏
と

平

沢

氏
の

最
終
的
な

結
論、

す

な

わ

ち

貫
之
が

意
図

し

た

こ

と

に

対
す

る

解
釈
は

異
な

る

も

の

の
、

『

土

左

日

記
』

の

表
現
が

周
到
に

用

意
さ

れ

た

も

の

で

あ

る

と
い

う

認

識
に

お

い

て

は

大

き

な

差

は

見

ら

れ

ず、

そ
の

認
識
は

ほ

ぼ

定
着
し

た

か

の

よ

う

に

思

わ

れ

る。

加
え

て、

こ

れ

ら
の

解
釈
の

背
景

に

は、

作
者
で

あ

る

貫

之
が

す

ぐ

れ

た

官
人

で

あ

り、

当

然
漢

詩
文
に

も

通
暁
し

て

い

る

こ

と

が

あ

る
。

し

た

が

っ

て
、

彼
に

と
っ

て

は

む

し

ろ

日

常
に

近
い

と

こ

ろ

に

存
し

て

い

た

で

あ

ろ

う85
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明
星

大

学
研
究
紀
要
【

口

本

文

化
学
部
・
言
語
文

化
学
科
】

第
→
二

号

　
二

〇

〇
四

年

漢
文
の

日

記
と
の

対
照
も

ま
た

視
野
に

入
っ

て

く

る
。

　
　
「

土

左

日

記
』

は
、

〈

典
拠
〉

と

し

て

の

〈

漢
文

日

記
〉

と

の

重
ね
ム
ロ

わ

せ

の

落

　
　

差

に、

そ

の

表
現
の

場
が

あ

る
の

で

あ
っ

て
、

従
っ

て、

こ

う

い

う

観
点
に

た

　
　

つ

な

ら

ば、
『

土

左

日

記
』

に

お

け

る

〈

漢
文

日

記
〉

的
な

形
姿
は

、

具
注

暦

　
　

の

ご

と

き

も
の

を

土

台
と

し

た

原
資
料
を

反

映
す

る

残
滓
と

い

う
方
向

で

な

く、

　
　

よ

り

積
極
的
な

表
現
価
値
を

期
待
す
る

も
の

と

し

て

読
ま

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

　
　

　

　

　
（
13）

　
　

い

で

あ

ろ

う
。

　
こ

の

よ

う
に、
『

土

左

日

記
』

は

貫
之
が

さ

ま

ざ

ま

な

方
法

を

用

い

て

意
識
的
に

表
現
し

た

作
品

で

あ

る

と

の

評

価
が
一

般
化
し

て

い

っ

た

時、
「

い

を

不

用
」

の

「

不

用
」

が

漢
字
表
記
で

あ

り、

そ

れ

を

字
音
語
と

し

て

よ

む

こ

と

に

も、

貫
之

の

何
ら

か

の

表

現
意
図
を

見

出
せ

る

の

で

は

な

い

か

と

い

う
方
向
に

解
釈
が

進
ん

だ

の

で

は

な
い

か

と

思

う
。

そ

し

て
、

そ

の

具
体
的
な

表
わ

れ

が
、

先
に

掲
げ

た

「

ふ

よ

う
」

に

対

す
る

「

強
い

語
調
」

な

ど

の

注
記
で

あ

ろ

う

と

思

わ

れ

る
。

し

か

し、

こ

れ

は

あ

く

ま

で

音
読
す
る

こ

と

が

前
提
の

解
釈
で

あ

る
。

音
読
す
る

解
釈
し

か

成
り

立

た

な
い

の

か、

迂

遠
な
が

ら

も

「

不

用
」

の

よ

み

の

再

検
討
か

ら

始
め

て

み

た

い

　

へ
　

　

　

む

と
田
じ・
つ

四

　
文
字
字
形
に

よ

る

再
検
討

　

周

知
の

よ

う
に

『

土

左

口

記
』

に

は

素
姓
の

知

れ

た

本
が

い

く
つ

か

存
在
す

る
。

室
町

期
ま

で

存
在
が

確
認
さ

れ

て

い

る

貫

之

自
筆
本
は、

藤
原
定

家、

藤
原
為
家、

宗
綱、

三

条
西
実
隆
に

よ

っ

て

四

度
直
接
に

書
写
さ

れ、

そ

の

自
筆
の

写
本、

も

し

く

は、

そ

れ

ら

を

さ

ら

に

書
写

し

た

写

本
七

種
が

現
存
し

て

い

る
。

な

か

で

も、

今

は

失
わ

れ

た

貫

之
自
筆
本
の

忠
実
な

写
本
で

は

な
い

か

と

推
定
さ

れ

る

為
家
本、

そ

し

て
、

為
家
本
の

忠
実
な

写

本
で

あ

る

青
谿
書
屋

本、

お

よ

び
、

貫
之

自
筆
本
を

書

86

写

し

た

と

の

奥
書
が

あ

る

定
家
本
が

伝
え

ら

れ

て

い

る

こ

と

は、

他
の

作
品

に

は

見

ら

れ

な

い

大
き

な

特
徴
で

あ

る
。

と

り

わ

け、

為

家
本
の

発

見
は、

定
家
本
末
尾

の

臨
模
部
分
と

の

対
比
に

よ

っ

て、

貫
之

自
筆
本
の

姿
を

こ

れ

ま

で

以
上

に

う
か

が

わ

せ

る

よ

す
が

と

な
っ

た
。

し

か

し、

残
念
な

が

ら

為
家
本
の

影
印

は

未
だ

公

刊
さ

れ

て

お

馳・
そ

れ

と

て

も

貫
之

自
筆
本
で

は

な
い

・

と

か

ら・

三

そ
は、

青
谿
書

　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

（
15）

屋

本
と

定
家
本
の

二

本
を

中
心

と

し

て

検
討
し

て

い

く

こ

と

と

す

る。

　

ま

ず、

本
稿
で

問

題

と

し

て

い

る

箇
所
に

つ

い

て

は、

池

田

博
士

が

明

ら

か

に

し

た

よ

う
に、

二

本
と

も

「

け

ふ

せ

ち

み

す

れ

は

い

を

不

用
」

と

あ
っ

て

異
同
が

見

ら

れ

な
い

。

し

か

し
、

こ

れ

は

あ

く

ま

で
一

般
的
な

翻
字
の

話
で

あ

る
。

文

字
と

し

て

ど

の

よ

う

な

形
態
を

有
し

て

い

る

か

の

確
認
か

ら

始
め

て

み

る

こ

と

と

す

る。

（

一
）

主

目

谿
圭
口

屋

本
の

場

置
口

該
当

部
分
は

次
の

通

り
で

あ

る
。

乞
ま
考
ち

つ

彳
ー

限

n
尸

　

も

一

け

ふ
L

の

「

ふ
」

に

比

較
し

て、
「

不

用
」

の

「

不
」

は

異

な

る

字
形
と

言
っ

て

よ

い

で

あ

ろ

う。

言
う

ま

で

も

な

く

仮
名
「．
ふ
」

は

漢
字
「

不
」

か

ら

生

ま

れ

た

文
字

で

あ

る
。

し

た

が

っ

て
、

両
者
の

関
係
は

時
と

場

合
に

よ
っ

て

は

交
錆

し

た

か

も

し

れ

な

い

と
い

う

可

能
性
を

考
え

て

み
る

必

要
が

あ

る
。

し

か

し、

青
谿
書
屋
本
に

お

い

て

は、
「

不

用
」

の

「

不
」

に

類
似
す

る

字
形
は

見
出

せ

な

い
。

仮

名
「

ふ
」

は

青
谿
書
屋
本
に

二

八

八

例
を

見

る

が、

い

ず
れ

も

右
の

「

け

ふ
」

の

「

ふ
」

の

字
形

と

見
て

よ

い

も

の

で

あ

る
。

漢
字
と

し

て

見
做
せ

る

「

不
一

は

青
谿
書
屋

本
中
に

右

の
一

例
の

み

で

あ

る
。

ゆ

え

に、

青
谿
書
屋

本
に

お

い

て

は、

仮

名
「

、
炉
」

と

漢
字
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「

不
」

の

字
形

は

明

確
に

区

別
さ

れ

て

い

る

と

考
え

ら

れ
、

截
然

と

使
い

分
け

ら

れ

て

い

た

と

見
做
せ

る
。

漢
字

と

仮
名
の

両

者
は

　
（

二
）

定

家
本
の

場
A
口

　
定

家
本
『

土

左

口．
記
』

の

検
討
に

入

る

前
に
、

定
家
本
の

特
徴
に

つ

い

て

少
し

く

整
理

し

て

お

き

た
い
。

定
家
仮
名
遣
を

典
型、
と

し

て
、

定
家
木
に

つ

い

て

は
こ

れ

ま

で

多
く

の

調
査
研
究
が

な

さ

れ

た

結
果、

定
家
筆
資
料
に

は

比

較
的
明
瞭
な

文
字
の

使
い

分
け

が

見

ら

れ、

読
み

誤
り

が

な

い

よ

う
に

配

慮

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

明
ら

か

　
　

　
　

（
16）

に

さ

れ

て

い

る
。

漢
字
と

仮
名
の

関
係
に

つ

い

て

は、

筆
者

も

以
前
に

調
査

報
告
を

　
　

　
　

　

　

〔
17）

な

し

た
こ

と

が

あ

る

が
、

一

部
の

例
外

的
な

使

用
法

を

除
き、

両
者

は

字
形
の

上
に

お

い

て

も

書
き

分
け
ら

れ

て

い

た

と
い

う
も

の

で

あ
っ

た
。

た

だ、
『

土

左

日

記
』

に

関

し

て

は、

直
接
書
写
し

た

貫
之

自
筆
本
を

忠
実
に

写

し

た

と

は＝．一
口

い

難
く

独
白

の

本
文

と

な
っ

て

い

る

こ

と、

ま

た、

字
形

に

関

し

て

も
一

見
し

て

原
本
を

留
め

て

い

る

と

は

考
え

難
い

二

と

が

言

わ

れ

る
。

し

か

し、

前
述
し

た

定
家
独
自
の

用
字
や

字
形
の

使
い

分
け
か

ら

う
か

が

え

る

こ

と

も

あ

る

だ

ろ

う

と

考
え

ら

れ

る
。

　
定
家
本
に

お

け

る

該
当
箇
所
を

掲
げ

る

と、

次

の

如
く

で

あ

る
。

ユ

季
々

」

芝
フ

ゐ

攀
み
乳

e
孑

L
用
コ

　
　
’

青
谿
書
屋
本
と

同
様
に
、

「

け

ふ
」

の

「

ふ
」

と

「

不

用
」

の

「

不
一

の

問
に

は

字

形
上

の

違
い

が

認

め

ら

れ

る
。

そ

し

て
、
一

ふ
」

の

字
形

は

二

四

四

例
見

ら

れ

る

が
、

い

ず
れ

も

右
に

見

る

よ

う
に、

母
字
で

あ

る

「．
不
」

字
の

第
三

画

か

ら

第
四

画
を

筆

先
を

紙．
面

か

ら

話
さ

ず
に

連

続
し

て

記

す
と

い

う
字
形

を

有
し

て

い

る
。

こ

れ

に

対

し

て、
「．
不

用
」

の

「

不
」

は

第一．一
画

と

第
四

画

の

問
に

筆
先
を

離
し

て．
記
す

と

い

仮
名
資

料

に

お

け

る

文

字
列
の

解
釈

に

つ

い

て

柴

田

雅
生

う
か

た

ち

に

な
っ

て

い

る
。

漢
字
と

見

做
せ

る

「

不
」

は、

青
谿
書
屋

本
と

同
様、

右
の

用

例
の

み

で

あ

る
。

し

た

が

っ

て
、

定
家
本
に

お

い

て

も、

漢
字
と

仮
名
は

截

然
と
字
形

を

書
き

分
け

て

い

た

と

い

う
こ

と

に

な

る。

　
と
こ

ろ

が
、

定
家
本
に

は

『

圭

左

目

記
』

の

本
文

部
分
以

外
に

も、
「

不
］

が

記

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　
（
18）

さ

れ

て

い

る
。

奥
書
の

部
分
で

あ

る
。

　
　

文
暦
二

年
乙

未

五

月

十
＝ ．
日
乙

己

老
病
中
雖
眼
如
盲
不

慮
之
外
見

紀
氏
自
筆

本
蓮

　
　
華
王

院

寶
藏

本

　
　

料
紙
白

紙
無
駒

高
一

尺
一

寸
三

分
許

廣
一

尺

七

寸
二

分
許

紙
也

甘

六

枚

無
軸

　
　

表

紙
續
白

紙
一

枚
鯑
欄

折
返

不、
趾

竹

有
外
題

土

左

日

記
貫
之
筆

　
　

其
諸
樣
和
哥
非
別
行
定
行
に

書
之
聊
有
闕
字
哥
下

無
闕
字
而

書
後
詞

　
　

不

堪
感
興

自
書
冩
之
昨
今
二

ヶ

日

終
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
門
明

静

こ

の

後
に

勘

物
が

続
き、

末
尾
に

は

「

今
年
乙

未
歴．一．
百
一

年
紙
不
朽
損
共
字
又

鮮

明

也

不

読
得
所
々

多
只

任
本
書
也
」

と

記

す
。

仮
名
一

字
が

挟
ま

れ

て

い

る

が、

そ

れ

も

含
め

て

い

わ

ゆ
る

漢
文
日

記

の

体
裁
で

表

記
さ

れ

て

い

る

と

見
做
せ

る

も

の

で

あ

る
。

そ
こ

に

記
さ

れ

る

T

不
L

字
は

次
に

見
る

よ

う
に、
「

不

用
」

の

「

不
」

と

も

異
な

る

字
形
で

書
か

れ

て

い

る

（

右

の

翻
字
の
一

〜
二

行
目

を

示

す
）

。

匁
雇
…

尊
」

盆
月
ず
百

し

し

窰
蔕

碓
曝
仙

属
7p

患
廴

刄
見
¢

蜜
峯

今
薩

妥
彦
簍
跨

卆

つ

ま

り
、

定
家
は

漢
字
お

よ

び

そ

れ

か

ら

生

ま

れ

た

仮
名
に

関
し
て
、

三

種
類
の

字

形
を

用
い

て

い

た

と
い

う
こ

と

で

あ

る
。

こ

れ

ら

を

今
「

不
」

字
の

草
体
化

の

程

度87
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明

星

大

学
研
究

紀
要
【

日

本
文
化
学
部
・
言

語
文
化
学

科
】

第
十一．
号

　
二

〇
〇
四

年

の

順
に

α

β
γ

で

記
す

と、

　

　

　

使
用

箇
所

奥
書
部
分

『

十

左

日

記
』

本
文

部
分
−

分
類
　

字
形

αβ

『

土

左

日

記
』

本
文
部
分
1

　
γ

7 、

　

⊃3

認
定

…

漢
字

・
：

？・
…

仮
名

と

な

る
。

字
形
α

と

γ

に

関
し

て

は

ほ

ぼ

問
題
は

な

い

と

考
え

ら

れ

る

が、

字
形
β

は

如
何
に

捉
え

た

ら

よ

い

の

で

あ

ろ

う
か

。

　
同
じ

く

藤
原
定
家
の

筆
に

な

る

『

奥
義
抄
』

に

は
、

ま

さ

に

「

不

用
」

と
い

う
二

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
〔
19）

字
連

続
の

文

字
列
が

二

回

使
用
さ

れ

て

い

る
。

　
　
問
云

於
長

短
は

し

か

也

た
」

し

今
の

哥
韻
字
を

不
用
し

て

韻
に

よ

り

て

名
を

　
　
分

事
如
何

　
　
答
云

哥
韻
字
を

不
用
と

い

へ

と

も

章
句

な

を

さ

た

ま

れ

り

む

か

し

に

准
拠
し

　
　
　

　
　
　
　
　マ
マ

　
　
て

名
を

分
と

か

た

し

い

は

む

や

韻
と
い

ひ

句

と

い

ふ

無
異
歟

。

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（

五
L
ー

オ

〜
五

十
ウ

）

い

ず
れ

も

字
形
α

が

用
い

ら

れ

て

い

る
。

二

の

こ

と

か

ら

推
測
す

る

に
、

『

土

左

日

記
』

に

お

け
る

字
形
β
は

定
家
に

と

ワ

て

稀
な

字
形
で

あ

っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

何

ゆ

え

に

こ

の

よ

う

な

字
形
が

用
い

ら

れ

た

か

に

つ

い

て

は

憶
測
で

し

か

述
べ

え

な

い

が、

貫
之

自
筆
本
か

ら

の

影
響、

も

し

く

は、

定
家
の

何
ら

か

の

意
図

に

よ
っ

て

こ

の

よ

う

な

字
形

と

な
っ

た

と

ま

ず
は

想

定
で

き

よ

う。

確
か

に、

青
谿
書
屋

本
の

字

形
と

類

似
し

て

い

る

よ

う
に

見
え

な

く

も

な

い
。

定

家
と

い
・
凡

ど

も、

書
写
対
象
の

文
字
に

影
響

を

受
け

た

可

能
性
は

否
定
で

き

な
い

だ

ろ

う

と

思

わ

れ

る
。

し

か

し
、

貫
之

自
筆
本
の

影
響
を

受
け
た

に

せ

よ
、

あ

る

い

は、

定

家
独

自
に

書
き

記

し

た

字

88

形
に

せ

よ
、

そ

こ

に

お

い

て

定
家
の

認
識
が

ど
の

よ

う

な

も

の

で

あ
っ

た

か

が

問
題

で

あ

る
。

少

な

く

と

も、

字
形

α

を

使
用

し

な
か

っ

た
こ

と

は、

彼
が

「

不

用
」

の

「

不
」

を

漢
字
と

し

て

書
き

記
し

た
こ

と

を

疑
わ

せ

る

こ

と

に

な

り

は

し

な

い

か
。

も

ち
ろ

ん、

仮
名
主

体
と

い

う

表
記
様
式
に

お
い

て

の

文
字
の

制
限、

す

な

わ

ち

漢

文
日

記
と

同

じ

よ

う

な

字
形
の

使
用

を

避
け

る

と
い

う
制
限

が

あ

る

な

ら

ば、

そ

れ

が

働
い

た

か

も

し

れ

な

い
。

ま

た

は、

金
箔
を

散
ら

し

た

料
紙
に

記

す
こ

と

が
、

仮

名
資
料
に

よ

り

ふ

さ

わ

し

い

字
形
を

志
向
さ

せ

た

か

も

し

れ

な

い
。

一

例
の

み

で

は

何
と

も

結
論
し

が

た

い

が
、

そ
れ

で

も

字
形
α

を

用
い

な

か
っ

た

こ

と
の

意
味
は

問

わ

れ

な

け
れ

ば

な

ら

な

い

と

考
え

る
。

想
像
を

た

く

ま

し

く

す

れ

ば、

定
家
は

漢
字

と

し

て

の

字
形
α

を

敢
え

て

避
け

た

と

も

考
え

る

こ

と

が

可

能
で

は

な
い

か

と

思

う
。

　

仮
に、

字
形
β
が

定
家
に

お

い

て

仮
名
と

し

て

記

さ

れ

た

も

の

と

し

よ

う
。

「

不

用
」

は

今

の

活
字
に

置
き

直
せ

ぼ

「

ふ

用
」

と

な

り、
「

ふ

よ

う
」

の

よ

み

は

確
定

す
る

。

一

方
、

字
形
β
が

定
家
に

お

い

て

漢
字
と

し

て

記
さ

れ

た
の

な

ら

ば、

ひ

と

ま

ず
は
こ

れ

ま

で

の

解
釈
と

同
様
に

考
え

て

よ

い

こ

と

と

な

る
。

現
段
階
で

は

い

ず

れ

と

決
す

る

こ

と

は

で

き

な

い

が
、

少
な

く

と

も
こ

れ

ま

で

問

題

な

く

漢
字
と

見
做

さ

れ

て

い

た

「

不

用
」

の

「

不
」

が、

定
家
本
に

よ
っ

て

「
ふ

用
」

と
い

う
文
字
列

を

表
わ

す

も

の

と

見
做
す

可
能
性
を

指
摘
し

た
い

。

そ

の

上

で
、

貫
之

自
筆
本
に

お

け

る

表
記
形
態
を

明
ら

か

に

す

る

た

め

に、

ひ
い

て

は、

平
安
時
代
の

仮
名
資
料
の

　
　
　

　
　
　
　
　

　
（
20）

表
記
形

態
を

明

ら

か

に

す
る

た

め

に
、

今
少

し

現
存
諸
本
に

よ

る

文
字
表
記

を

精
査

す
る

必．
要
が

あ

る

と

考
え

る
。

五

　
「

不
用
」

の

文
体
解
釈
に

よ

る

再
検
討

　
前
節
の

文

字
字
形
の

視
点
で

は

最
終
的

な

結
論
を

保
留
せ

ざ

る

を

え

な

か

っ

た

が
、

青
谿
書
屋
本
に

お

け

る

「

不

用
」

の

「

不
」

、

そ

し

て
、

定
家
本
に

お

け
る

字
形
β
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を、

こ

れ

ま

で

通

り

に

漢
字
と

見
做
し

た

場
合
に

お
い

て

も、

い

さ

さ

か

の

疑
問
が

残

る
。

そ

れ

は
、

「

不
用
」

と
い

う

文
字
列
が

示

す

語

句
の

文
体
的
な

要
素
を

ど

う

解
釈
す

る

か

に

関

わ

る

問
題
で

あ

る
。

　
長
谷
川

政
春
氏

は
、

司

士

左
日

記
』

の

日

記
と

し
て

の

あ

り

よ

う

を

〈

男
日

記
〉

〈

女
目

記
〉

と

い

う

対

立

す

る

視
点

か

ら・

次
の

よ

う
に

整

詈

懃
・

Q
’
o　伍）〔四）〔三）に｝ （一｝

そ

の

⊥

で、
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

の

条
件
を

多

分
に

満
た

し

つ

つ
、

お

〈

男

11
記
〉

の

条
件
を

も

有
し

て

い

る

点
に

特
色
が

あ

る
、

う。
L

と

さ

れ

た
。

右
の

整
理

は、

文
章
様
式
の

類
似

な

ど

の

外
的
条

件
を

ふ

ま

え、

そ

れ

か

ら

内

実
に

迫

ろ

う

と

い

う

事
前
の

整
理
の

段
階
で

示
さ

れ

た

も

の

で

あ

る

が
、

表
現
面

に

お

け
る

整
理

と

し

て

網
羅
的
な

も

の

と
い

え
よ

う
。

こ

れ

を

土

台
と

し

て

「

不

用
」

を

顧
み

る

に
、

如
何
な

る

位
置
付
け

が

与
え

ら

れ

る

か
。

　

遠
藤
嘉
某

博
士

は、
「

そ

し

て
、

〈

い

を

不

用
〉

（

二

月

八

日
）

は、

漢
文

訓

讀
に

馴
れ

た

男
子
の

用

語
が
、

た

ま

た

ま

讐
れ

た

も

の

で

あ

龜・
」

と

述
べ

ら

れ

た
・

「

漢

文
訓
読
」

は

あ

る

い

は

漢
文
日

記
ま

た

は

記

録
体
と

い

う
こ

と

も

可

能
で

は

な

い

か

と

思
う

が
、

基

本
的
に

は

「

男
子
の

用

語
」 、

漢
文
日

記

の

用

語
が

表
わ

れ

た

も

の

と

い

う

見
方
が
一

般
で

あ

る。

第
二

節
に

挙

げ
た

小

西

甚
一

博
上

の

解
釈
「

お

そ

ら

く

當
時
の

暦
に

禁
忌
を

示
し

て

「

魚
不

用
」

「

粟
不

用
」

の

ご

と

く

書
い

て

あ

　

男
日

記

漢
文

凵

記。

月

日

の

明
示

を

原
則
と

す

る。

事
実
の

記
録

を

重

視
す
る

。

即
日

形

式
。

忘
備
録
の

役
割
を

も

つ
。

家
の

た

め
の

記
録
と

し

て

役
立

て

ら

れ

る

（
有
職
故
実
書
と

し

て

の

側
面
）

。

　

女

日

記

仮
名
日

記
。

月

日

の

明
示
を

原
則
と

し

な
い

。

事
実
の

記

録
を

絶
対
視
し

な
い
。

回

想
形
式

。

自
己

反
照
の

傾
向

が

強
い

。

自
己

表
現
の

傾
向
が

強
い

（

文
学
作
品
と

し

て

の

側
面
）

。

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

な

　

　

　

　
と

い

う
べ

き

で

あ

ろ

仮
名
資

料

に

お

け
る

文

字
列
の

解
釈
に

つ

い

て

柴
田

雅

生

る

の

を、

そ
っ

く

り

借
用
し、

そ

の

語
調

で

言
っ

て

み

た
の

だ

ら

う

と

思

ふ
L

が

そ

の

典
型
と

言
え

る
。

そ

し

て
、

そ

の

延
長
線
上

に
、

前
掲
の

「

簡
潔
で

強
い

表
現
」

「

強
い

語
調
」

と
い

う

解
釈
が

与
え

ら

れ

て

い

る

の

で

あ
ろ

う

と

考
え

る
。

　

本
稿
の

筆
者
は

こ

の

解
釈
を

否

定
す

る

も
の

で

は

な

い
。

し

か

し、

そ
の

解
釈
の

前
提
に

位
置
し

て

い

る

で

あ

ろ

う
漢
文
日

記
の

用
語
で

あ

る

と

の

認

識
か

ら

は、

「

ふ

よ

う
」

以

外
の

よ

み

の

可

能
性
も

考
え

る

べ

き

で

は

な

い

か

と

思
う
の

で

あ

る
。

諸

氏
が

指
摘
さ

れ

る

よ

う
に

「

ふ

よ

う
」

は

漢
文
目

記
専
用
の

語

で

は

な

い
。

平

安

期
に

お
い

て

は

『

源
氏

物
語
』

や

『

枕
草
了
』

に

も

用
例
を

見
出
せ

る

語

で

あ

る
。

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
（
23）

し

か

し

な

が

ら、
『

平
安
遺
文
』

を

検
索
す

る

と

八

十
二

例
の

用
例
を

見

出
す
こ

と

が

で

き
、

や

は

り

実
用

的
な

漢

字
文
に

お

い

て

用
い

ら

れ

る

こ

と

が

多
か

っ

た

語
と

考
え

ら
れ

る
。

と

な

る

と、

漢
文

凵

記

な

ど

の

漢
字
文

に

お

け

る

よ

み

を

反

映
し

て

い

る

可
能
性
を

考
え

る

必

要

も

あ

る

と

言

え

は

し

ま

い

か
。

船
城
俊
太
郎
「

変
体
漢
文
は

よ

め

る

か

ー
『

将
門
記
』

に

よ

る

検
討

隊
」

は・

と

も

に

院
政
時
代
書
写
に

か

か

る

真
福
寺
本
と

楊
守

敬
旧

蔵
本
に

つ

い

て
、

書
写

時

に

加
え

ら

れ

た

訓
点
は
一

定
は

し

な
い

が、

お

お

む

ね

理

解
す
る

こ

と

が

可
能
な

よ

み

（

ま

た

は

理

解
を

助

け

る

注
釈
）

を

示
し

て

い

る

と

結
論
づ

け
ら

れ、

　
　
（

一
）

漢
字
の

意
味
を

ど

う

把
握
す
る

か
、

そ

れ

と

同
時

に

（

二
）

漢
文
の

構

　
　

文
を

ど

う

と

る

か、

そ

れ

を

（

三
）

音
読
す

る

か
、

訓
読
す
る

か
、

訓
読
す
る

　
　

ば

あ
い

は

（
四
）

ど
の

訓
を

選

択
す

る

か、

な

ど

の

問
題
か

ら

し

て、

平

安

時

　
　

代

の

変
休
漢
文
の

各
字
句

の

訓

は、

当

時
の

ぴ

と

び

と

に

と
っ

て

も、

か

な

ら

　
　

ず

し

も

全
部
が

白
明
の

も
の

で

は

な

か

っ

た

の

で

あ

る
。

と

述
べ

ら

れ

た
。

あ
る

程
度
は
い

わ

ゆ

る

定
訓
の

考
え

も

成

り

立

つ

で

は

あ

ろ

う

が、

定
訓

だ

け

で

全

て

を

律
す

る

よ

う

な

考
え

方
は、

や

は

り

無
理

と

い

う
べ

き

で

あ

ろ

う。

よ

み

は、

そ

れ

が

確
定
で

き

る

姿
で

示
さ

れ

て

い

な

い

限

り

は

可

能
性
の

こ

と

が

ら

と

し

て

扱
う

べ

き

と

考
え

る
。
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明
星
大

学

研

究
紀

要

【
目

本
文

化

学
部
・
言

語
文

化
学

科】
第

卜
二

号

　
二

〇
〇
四

年

本
稿
で

問
題
と

し

て

い

る

『

土

左

日

記
』

の

該
当

箇
所
も、

変
体

漢
文

と

も

呼
ば

れ

る

男
性
日

記
と

関
係
づ

け

ら

れ

る

部
分
で

あ
っ

た
。

そ

う
な

る

と、

漢
字
表
記
で

あ

る

と

い

う
こ

と

だ

け
で

字
音
語
で

あ

る

と

断
じ

て

い

い

か

躊
躇
さ

れ

る

の

で

あ

る。

む

し

ろ、

　

　
　
「

不
用
」

と

い

う

語
は

、

あ

と
の

時
期
の

仮
名
文

テ

ク

ス

ト

に

も

散
見

す
る。

　

　
節
忌
な

ら

魚
を

食
べ

な

い

の

は

当

然
で

あ

る

か

ら、
「

い

を、

ふ

よ

う
」

で

誤

　

　
解
の

余
地

は

な
か

っ

た

で

あ

ろ

う
。

し

た

が

っ

て、

こ

の

場
合

に

は、

正

確
か

　

　
つ

容
易
に

同

定
で

き

る

か

ど

う
か

と

は

別
に
、

つ

ぎ
の

要
因
が

作
用

し

て

い

る

　

　
よ

う

に

み

え

る。

　

　
　

築
島
裕
 
（

引
用

者
注
−

新
註
國
文
學
叢
書
所
収
の

「

土

佐
日

記
と

漢
文
訓

　

　
読
」

を

指
す
）

は
、

こ

の

作
品
に

漢
文
訓
読
と

共

通

の

用
語
や

表
現
が

多
用
さ

　

　
れ

て

い

る

こ

と

を

指
摘
し

て

い

る

が、

そ

れ

ら

は、
「

を

と

こ

も

す

な

る

口

記
」

　

　
と

同
じ

雰
囲
気
を

効
果
的

に

醸
し

出
す

た

め

に

意
図
的
に

使
用

さ

れ

て

い

る
。

　

　
「

い

を

不

用
」

も

そ

の
一

環

と

し

て

説
明
す
べ

き

で

あ

る
。

女
性
の

日

記
に

ふ

　

　
さ

わ

し

く、

画

数
の

少
な

い

文
字
で

構
成
さ

れ

た

漢
語
を

選

ん

で

漢
字
で

表
記

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
（
25）

　

　
し、

視
覚
的

効
果
を

発

揮
し

て

い

る
。

と

あ

る

よ

う
な

表
記

の

機
能
に

注
目

し

た

解
釈、

そ

し

て、

先
に

示

し

た

よ

う
な

表

現
上

の

解
釈
を

施
す
の

で

あ

れ

ば

尚
更
音
読
以

外
の

可

能
性
も

考
慮
し

て

い

い

の

で

は

な

い

か

と

思
う。

す

な

わ

ち
、

「

不
用
」

と
い

う

漢
字

二

字
を

「

も

ち

ゐ

ず
」

と

よ

む
こ

と

も

間
違
い

だ

と

言
い

切

れ

な

い

の

で

は

な

い

か

と

考
え

る

の

で

あ

る。

五

　
ま
と

め

に

か

え

て

　
日

本
語

の

歴

史
を

明
ら

か

に

す
る

た

め

に

用

い

ら

れ

る

資
料
に

は

さ

ま

ざ

ま

な

も

の

が

あ

る

が
、

そ

の

中
心

に

置
か

れ

て

い

る

の

は、

や

は

り、

所

謂
仮
名

資
料
と

呼

90

ば

れ

る

も
の

で

あ

ろ

う
。

具
体
例
と

し

て
、

ま

ず

は

『

源
氏
物
語
』

や

『

枕
草
子
』

の

類
が

挙
げ

ら

れ

る

も

の

で

あ

る
。

そ
二

に

は、

程
度
の

差
こ

そ

あ

れ

訓
点
資
料
や

記

録
資
料
ほ

ど

に

は

偏
り

の

な

い

言

語
的
性
格
が

認

め

ら

れ

る

こ

と

と、
「

表
音
文

字
」

で

あ

る

仮
名
を

用
い

て

い

る

こ

と

が

大

き

く

関

わ

っ

て

い

る
。

特
に

後
者
に

関

し

て

は、

漢
字
主

体
の

資
料
に

は

な
い

特
徴
と

し

て

重

要
な

特
徴
で

あ

る
。

こ

れ

に

前
者
が

相
俟

っ

て

中
心

的
な

資
料
と

し

て

位
置
付
け

ら

れ

て

い

る
。

し

か

し

そ

の
一

方
で
、

平
安
時
代
以

前
の

仮
名
資
料
に

は

そ

れ
が

記
さ

れ

た

当

時
の

ま

ま

の

か

た

ち

で

残
っ

て

い

る

と
い

う
一

等
資
料

が

ほ

と

ん

ど

現

存
せ

ず、

後
世
の

書
写
に

か

か

る

資
料
で

代
用

せ

ざ

る

を

え

な

い

と

い

う

事
情
が

あ

る
。

と

な

る

と、

一

等
資
料
に

該

当

す

る

か、

ま

た

は

類
す
る
一

部
の

資
料
か

ら

如
何
に

多
く

の．
言

語
事
実
を

汲
み

取

る

か

と

い

う
こ

と

と
、

後
世
の

写

本

を

文
献
学
的

に

精
査

し

て

活
用
す

る

こ

と

が

要

点

と

な
っ

て

く

る
。

そ

し

て、

こ

れ

ま

で

は、

こ

の

文
献
学
的
な

視
点
が

よ

く

説

か

れ

て

き

た

と

思

わ

れ

る
。

　

と

こ

ろ

が、

仮
名

資
料
に

分

類
さ

れ

る

も

の

は

す
べ

て

仮
名
（

表
音

文
字
）

で

書

か

れ

て

い

る

わ

け

で

は

な

い
。

ほ

ぼ

す
べ

て

の

資
料
に

あ

る

程
度
の

漢
字
が

含
ま
れ

る

の

が

実
状
で

あ

る
。

そ

れ

ら

を

ど
の

よ

う

に

よ

む

か

に

つ

い

て

は、

送

り

仮
名
ら

し

き

も

の

が

記

さ

れ

て

い

て

訓
読
す

る

こ

と

が

予

想
さ

れ

る

文
脈
で

あ

れ

ば

さ

ほ

ど

問
題

と

は

な

ら

な

い

が
、

『

土

左

日

記
』

に

お

け

る

日

付
の

よ

う

に
、

必

ず
し

も

特

定
の

よ

み

を

求
め

な

く

て

も

よ

い

場
合
も

あ

る
。

複
数
の

よ

み

が

考
え

ら

れ

る

場
合

に

は、

厳
密
に

い

ず
れ

と

決
す

る

こ

と

は

非
常
に

困
難
で

あ

り、

い

ず

れ

を

採
用
す

る

に

し

て

も
一

つ

の

解
釈
と

し

て

採
用

し

た

と

の

認
識
は

最
低
限
も
つ

べ

き

で

あ

ろ

う。

こ

れ

は、

言
わ

ず

も

が

な

の

こ

と

が

ら

で

は

あ

ろ

う

が、

仮
名
と

い

う

表
音

文

字
を

主
体

と

す

る

表
記

様
式
ゆ

え

に
、

や

は

り
心

し

て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

で

あ

る
。

　

平
安
時
代
の

仮
名

資
料
の

表
記
様
式
に

つ

い

て

は、

小

林
芳
規

博
士

を

は

じ

め

と
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（
26）

し

て

さ

ま

ざ

ま

な

調

査

が

行
わ

れ

て

い

る

が、

ま

だ

十
全
な

も

の

と

は

言
い

難
い

と

思

わ

れ

る
。

本
稿
は
、

半
ば

定

説
と

化
し

て

い

る

箇
所
の

み

に

つ

い

て

再

検
討
を

試

み

た

が
、

こ

の

他
に

も

精
査
の

上

検
討
す
べ

き

こ

と

が

ら

は

多
い

と

予

想
さ

れ

る
。

と

り

わ

け、
『

土

左

日

記
』

は

作
品
全

体
の

捉
え

直
し

が

進
ん

だ

と

思

わ

れ

た

た

め

に

取
り

上

げ

た

に

す

ぎ

な

い
。

今
後

は、

先
に

示

し

た

『

奥
義
抄
』

の

よ

う
に
、

仮

名
資
料
と

も

記
録
資
料

と

も

言

え

る

文

献
な

ど

の

位
置
付
け

も

含
め、

慎
重

な

考
察

を

加
え

る

必

要

が

あ

る

で

あ

ろ

う。

注
（
1）
　
以
下、
『

上

左
日

記』
の

本
文

は、

明
示
が

な

い

限

り

は

青

谿

書
屋

本
（
萩
谷
朴
編

『

影
印
本

上

　
　
左

日

記
（
新
訂

版）
L

（
一
九

八

八

年一．．
月、

新
典
社）

を

使
用）

に

よ

る
こ

と

と

し、

適
宜
漢
字
を

　
　
あ

て

は

め、

濁

点
お

よ

び

句

読
点、

鉤
括
弧
を

付
し

た。

漢
字

を

あ

て

は

め

た

場
合
に

は、

原
本
の

　
　

仮
名
を

振
り

仮

名
に

記

し

た。

〔
2）
　
一
九
五
一
年
一
二

月、

大

口

本
雄

辨
會
講
談
社
刊。

（
3）
　
『

土
佐［
［

記↓
山

井

辻

釈
大

成
』

（
一
九

七

九加
十亠
ハ

月、

口

本
図

書
セ

ン

タ
ー

）
の

活
字
本
に

よ

り、

該

　
　

当
部
分
の

本

文

と

注

釈

を

抜
き

出
し

て

示
す。

（
4）
　
こ

こ

に

挙
げ

た

注

釈

書

の

う
ち、

明
治
以
降
の

も
の

に
つ．
い

て

は

必

ず

し

も

網
羅
的
で

は

な
い

が、

　
　
お

お

よ

そ
の

傾

向

を

見

る

に

は

十
分
で

あ

ろ

う
と

考
え

て
い

る。

網
羅
的

な

澗
査
に

つ

い

て

は

後
口

　
　

を

期
し

た
い

。

（
5）
　
『

北
村
季

吟

古
註

釋
集

成
一

土

左

日

記
抄
』

（．
九

七

八

年
一
月、

新
典
社）
に

よ

る。

（
6）
　
『

止
佐
日

記

古
註

釈

大

成
』

（一
九

七

九
年
六

月、

口

本
図

轡
セ

ン

タ

ー

）

収
載
の

翻
刻
に

よ

る。

（
7）
　
『

新
編
富
L
谷

御
杖
全

集
』

第
八

巻
（
一
九
八

七

年

七

月、

思

文

閣
出
版）
に

よ

る。

（
8）
　（
6）

に

同

じ
。

（
9）
　（
6）

に

同

じ。

（
10）
　
今
炸
卓
爾

「

十

佐

日

記

譯
注
と

評
論
』

二

九
八

六

年
四

月、

早

稲
田

大

学
出
版
部）

所
収

。

（
11）
　
口

本
古
典

文

学

大

系

〔
一
九
五

七

年
一

二

月、
山

石

波
再

店）
の

解
説
を

も

と

に

ま
と

め

た

も
の

で

　
　

あ

る
。

（
12）
　
「

土
佐
日

記

に

お

け

る

訓

読
語
ー
貫
之
の

使
用
意
図．一
（
「

自

百

合

女

子
大

学
研
究
紀
要
』

二

六

号、

　
　一
九
九
〇
年

＝…
月）

（
13）
　
渡
辺

秀

夫

『

平

安

朝

文

学
と

漢
文

世

界
」

（
一
九

九
一
年
一
月、

勉

誠
社）
二

六
五

頁。

（
14）
　

為
家
本
と

育

谿
書

屋

本

を

比

較
対
照
さ

れ

た

萩
谷

朴

』
日

谿

書

屋

本
『
⊥

佐
日．
記
』

の

極
め
て

尠

仮
名
資
料
に

お

け

る

文

字
列
の

解
釈
に

つ

い

て

柴
田

雅
生

　
　
な
い

独
自
誤
謬

に

つ

い

て
」

（
『

中
古
文
学
』

第
四

ヨ
σ、
　一
九

八

八

年

五

月）
に

よ

れ

ば、

青
谿
書

　
　
屋

本

は

為
家
本

の

姿
を

ほ

ぼ

完

全

に

伝
え

て

い

る

と
さ

れ

る。

本

稿

が

対
象

と

し

て

箇
所
は、

右
の

　
　
諭
文．
で

は
∋

日

及

が

な
い

た

め．、

為
家
本
で

も

青
谿
書
屋

本
と

同

等
で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る。

（
15V

　
定
家
本
は

尊
経

閣
叢
刊

2

九
二

八

年）

を

用
い

た。

な

お、
＝ ．
条

西

実

隆

竿
木
の

写
本
で

あ
る

　
　
三

条

西
家
闇

蔵
本

（
鈴
木
知

太

郎
・
山
田

塋
徹
共

編
『

新
淫

校
訂

上

左

日

記
」

（，
九
七

五

年
四

月、

　
　
武
蔵
野
書
院〉
を

用
い

た）
に

お

い

て

も、

青
谿
再
屋

本
と

ほ

ぼ

同

じ

結
果

が

得
ら

れ

て

い

る。

（
16）
　
小

松
英

雄
「
藤

原
定

家
の

文

字
つ

か

い

ー
「

を」
「

お
」

の

中

和

を

中
心

と

し

て
L

（
『二．一口
語
生

活
」

　
　
第
二

七
二

号、
　］
九

七

四

年）、

迫
野
虔
徳
「
定
家
の

「．
仮
名
も

じ

遣一
一
（『
語

文

研
究
」

第一．一
七

号、

　
　一
九

七

四

年）、

植
喜

代
子
「
藤
原
定

家
の

変
体
仮
名
の

用

法
に

つ

い

て
」

（
『

国
文
学

攷』

第
八

二

　
　
号、
　［
九
七

九

年）
な

ど。

（
17）
　
拙

稿
コ

定
家
筆

仮
名

資
料
の

漢

字
字

形
と

仮
名−
（
『

活
水

日

文
』

第
二「．一
号、
　一
九

九
一
年
九

　
　
月）
。

村
出

眠

英
「
定
家

自
筆
平
仮
名
文
に

お

け

る

漠

字
・
仮
名
同

形
字
に

つ

い

て
一
（『
小

林
芳
規

　
　
博
ヒ

退

官
記

念

国

語
学
論
集
』

（
一
九
九、一
年、．一
月、

汲

占

書
院）

所
収）
も

ほ

ぼ

同

様
の

結
論
を

　
　
導
き

出
し

て

い

る。

（
18）
　
⊥

冂

谿
書

屋
本
に

お

い

て

も、

親

本
で

あ

る

為

家
本
の

奥

書

部
分
に

「

不
「
字

が

見

ら

れ

る

が、

　
　
『

出

左

日．
記
」

本

文

中
の

コ

不

用
」

の

「

不
」

字
と
は

異

な

る

字

形

（
芦
体
化
の

程
度
が

低
い

字
形、

　
　
す

な

わ

ち
漢
字
に

近

い

字
形）

で

書
か

れ

て

い

る。
た

だ、
「．
以

紀
氏

正

本
害
写
之
一
字
不

違
」

と

　
　
記

し

て

い

る

こ

と

か

ら、
『

十

左

日

記
』

本
文
と

は

異

な

る

扱
い

で

あ
っ
た

も
の

と

見
敞
し

た。
し

　
　
か

し、

こ

れ

に

っ

い

て

も

精
査
す
る

必

要

は

残
ろ

う．

（
19）
　矧
天

理

図
書
館
善

本
叢
書
和
書
之

部
第．一、
十

五

巻

平
安
時

代
歌
論
集
L

（
一
九

七

七
年
五

月、

八

　
　
木

書

店）
の

影
印
に

よ

る。

（
20）
　

小

林
芳
規

−

平

安
時

代
の

平
仮
名

文
の

表
記

様
式
1
・
H
−

語

の

漢

字
表
記

を

土

と

し

て

ー
」

　
　（『
国

語

学
」

第
四

四
・

四

五

輯、
　一
九
六
一
年
三

月
・
六

月）
は、

平
仮
名

文
に

お

け
る

漢
字

表

記

　
　
が

拗

音
や

舌
内

入

声
音
・

三

内
撥
音
を

含
む

宇
盲

語

を

中

心

と

し

て

出
発
し

た

こ

と
を

指
摘
し

て

い

　
　
る

が、
こ

れ

に

つ．
い

て

は、

小
松
英

雄
に

よ

る

文

字
表
記
の

機

能

面
を

捉
え

た

反

論
〔
『

仮
名
文
の

　
　
原

理
」

2
九

八

八

年
八

月、

笠
間
書
院）

な

ど）
が

あ

る。

（
21）

「
t
佐
H
記
−
八
性
差
V

と
八

＝口
説
V

と
」
〔
久
保
朝

孝
編
「
王

朝
女

流
日

記
を

学

ぶ

人

の

た

め

　
　
に』

2
九

九

六

年
八

月、

世

界
思
想
社）

所

収）。

（
22）
　

遠

藤
嘉
基
「

貫

之

の

文
体
と

表

現

意
識

−
土

佐
日．
記
の

文⊥
早

を

通
し

て」
（
京

都
大
学
文
学

部
編

　
　
『

五

十

周

年
記
念

論
集
』 、
　一
九
五

六

年
十
一
月）

（
23）
　
『

OO

ー
カ

O
ζ

版

平

安

遺

文
』

（一
九

九

八

年
四

月、

東
京
堂
出

版
）

に

よ

る。

（
24）
　『
小

松

英
雄

博
士

退
官
記
念
H
本
譜
学
論

集
」

（
一
九

九
三

年
七

月、

三

省
堂）

所
収。

（
25）
　

小

松
災
雄
『

日

木

語
書
記
史
原

論
］

二

九
九

八

年
六

月、

笠

間
書
院）
　．
一
一
頁。
た

だ

し、

　
　
前

述

し

た

よ

う

に、
一
女

性
の

目

記

に

ふ

さ

わ

し

く
」

と

い

う

理．
田

づ

け

に

つ

い

て

は

異

論
を

挟
む91

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

明
星

大
学
研
究
紀
要
【

日

本
文
化
学

部
・
言
語

文

化
学
科】

第
十
二

号

　
二

〇
〇
四

年

92

　
26〕

　
20
）

に

同
じ　D

余
地
が

あ

る

で

あ

ろ

う　o

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

Meisei 　


